
RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 40, Mar. 2014

7

　はじめに

トカラ列島は，鹿児島県の屋久島と奄美大島

の間に位置し，有人島 7島，無人島 5島で構成さ

れている．悪石島と小宝島の間には，生物地理学

上の区系分布境界線である渡瀬線が存在し，旧北

区と東洋区それぞれの特徴を示す生物群が生息す

る島々として知られている（例えば，阿部，

2005）．

島にはネズミの駆除を目的としてイタチが持

ち込まれたり，観光目的としてマゲシカが持ち込

まれた過去がある（十島村，1995）．これに加え

てトカラ列島の固有品種とされるトカラヤギは，

家畜として管理されていたものが一部野生化して

いる（十島村，1995）．

平成 17年に施行された外来生物法では，在来

種に大きな影響を与える種群は，特定外来生物や

要注意外来生物に指定され，規制や注意喚起の対

象となっている．しかしこれは国外からの外来種

に限定されており，在来種の国内での人為的な移

入は，法的規制が係っていないものの，森林生態

系や島嶼でのトカゲ類や昆虫類にとって大きな脅

威となっている（日本生態学会，2002）．

トカラ列島の島々のうち，口之島，中之島，臥

蛇島，平島，諏訪之瀬島，悪石島にはイタチが移

入されたことが記録として残っている（十島村，

1995）．しかしながら，今回口之島にて調査を実

施した結果，確認されたのはイタチではなくテン

（Martes melampus）であったためここに報告する．

なお，トカラ列島に持ち込まれ定着しているイタ

チは，ニホンイタチ（Mustela itatsi：イタチと表

記される場合もある）とされているが（阿部，

2005），厳密に分類学的な研究はなされておらず，

チョウセンイタチ（M. sibirica）が含まれる可能

性もある．また，十島村（1995）では島によって

亜種コイタチ（M. i. sho）と表記されている．そ

のため，本稿ではテン以外のイタチ型動物をイタ

チと表記する．

　調査地

調査は，2012年 10月 2–5日および 23–24日に

鹿児島県鹿児島郡十島村口之島にて行った（図

1）．口之島の面積は 13.33 km2で，トカラ列島を

構成する島の中では 3番目に面積が大きい．島の

中央に前岳を有し，標高 628.3 mは島の最高点と

なっている．島の北側に集落があり，南部は野生

牛が生息することで知られている（十島村，

1995）．

　調査方法

既存の植生図（寺田，1999）を基に，島の全

域を森林，竹林，草地，海岸林，海岸，集落と 6

つの環境に分けた．それらの環境にて調査地域を

選定し，踏査ルートを設定した．ルートを踏査し，

糞や食痕等をそれぞれ確認する痕跡調査や赤外線

自動撮影装置による撮影，カゴ罠を用いた捕獲調

査を行った．赤外線自動撮影装置とカゴ罠は，落
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花生，魚肉，果物を誘引餌に用い，各地点 1晩設

置して早朝見回りを行った．踏査にて採取したイ

タ チ 科 哺 乳 類 の 糞 は，DNA 抽 出 キ ッ ト

NucleoSpin Tissue (TaKaRa)を用いて DNAを抽出

し，電気泳動のゲルイメージから種の同定を行っ

た．また，イタチ科哺乳類の生息状況について，

コミュニティーセンターの職員（50代），と民宿

経営者夫婦（60代）に聞き取りを行った．

　結果

確認されたイタチ科哺乳類

調査の結果，6地域全てにおいてイタチ科哺乳

類の糞が確認された（図 2–3）．また，赤外線自

動撮影装置では，海岸，集落にてイタチ科哺乳類

が撮影された（図 4–5）．今回確認されたイタチ

科哺乳類の糞は，形状や大きさ，糞に含有された

植物種子といった状況から，島外から持ち込まれ

て生息するとされるイタチではなくテンである可

能性が示唆された（安間，1987）．また，集落で

撮影された画像を見ると，その大きさや末端部位

の黒さといった形態的特徴からテンのようにも見

えたが（安間，1987），明らかではなかった．

地元住民への聞き取り

イタチの生息状況について話を聞いたところ，

島内で観察されるイタチ科哺乳類のことをいずれ

もイタチではなくテンと呼んでいた．また，農作

物，家禽等への被害について聞いてみたところ，

畑に植えられてあるバナナを木に登って採餌する

話があった．日本産のテンは，肉食獣でありなが

ら食性において果実依存傾向が強く（Tatara and 

Doi, 1994），木登りが得意である。一方イタチで

はこのような食性，行動はほとんどみられない（安

間，1987）。このことから，確認された糞や画像

がテンである可能性がより高まった．

図 1．口之島の調査地位置図．

図 3．口之島で確認されたイタチ科哺乳類の糞 2．

図 2．口之島で確認されたイタチ科哺乳類の糞 1．昆虫等の
外骨格といった未消化部はみられず，植物の種子が含有
している．
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DNA分析

今回確認されたイタチ科哺乳類を確実に同定

するため，採取した糞 10検体を用いて遺伝子分

析を行った．その結果，得られた遺伝子情報から

9検体がテンと判別された（図 6）．残りの 1検体

は，いずれの遺伝子情報も抽出することができず

種は同定できなかった．

　考察

島に持ち込まれた経緯

これまでトカラ列島には，ネズミ駆除を目的

としてイタチが持ち込まれたことが記録として

残っている（十島村，1995）．しかしながら，持

ち込まれた年代や個体数等の詳細な情報は記録と

して残っていない．文献の記録によると，永井

（1928）ではイタチの記述はみられない．1988年

には，口之島でイタチの頭骨を採集した記録があ

る（森田，1988, 1991）．したがって，口之島にイ

タチが移入されたのは，1928–1988年の間と推測

される．

口之島にテンが生息するに至った可能性とし

て，以下のことが考えられる．

①イタチを放獣した際，口之島ではイタチと

誤認されてテンのみ放獣された．

②イタチを放獣するのとは別のタイミングで

テンが放獣された（イタチと間違って放獣された

可能性も含む）．

③イタチ，テン共に混同した状態で，区別認

識することなく放獣された．

現在の口之島にはテンのみ生息しているのか，

イタチも混在しているのか，以前はイタチも生息

していたが現在はテンのみとなったのかは不明で

ある．過去の記録として，1988年にテンが生息

するとの情報がありつつも確認できなかったもの

（森田，1988）がある．また，1996年にはイタチ

とテンの糞が観察されており，住民の間ではイタ

チとテンを区別して認識していたとのことであっ

た（本川氏，私信）．しかしながら，今回行った

住民への聞き取りでは島内でみられるイタチ科哺

乳類はテンと呼ばれており，イタチとテンを区別

した上でのイタチに関する具体的な話は聞かれな

かった．

これらの状況から推測すると，少なくとも

1988–1996年頃まで島内にはイタチとテン共に生

息していたが，その後約 16年の間にイタチは絶

滅したもしくは，生息密度が極小化したと考えら

れる．上記① –③のうち可能性としては②が最も

高く，次いで③であり，①はないと考えられる．

今後，より詳細な聞き取りや現地調査を実施する

ことで，口之島のイタチ，テンの生息状況を把握

することが望まれる．

外来種の影響

島嶼に移入されたイタチは，爬虫類に対して

非常に強い捕食圧をかけ，複数種を絶滅させた事

例が与論島で知られている（Nakamura et al., 

図 5．口之島で撮影されたイタチ科哺乳類 2．図 4．口之島で撮影されたイタチ科哺乳類 1．
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2013）．トカラ列島でも，持ち込まれたイタチが

トカゲ属（Plestiodon）の個体群維持において大

きな脅威となっている（例えば Hikida et al., 

1992）．

トカラ列島の中でも平島や悪石島のトカゲ属

は，イタチによる捕食によって個体群が消滅した

とされている（太田，2003a）．諏訪之瀬島，中之

島は消滅危惧Ⅰ類に指定を受けている（太田，

2003b）．口之島は，それよりは危険性が低い消滅

危惧Ⅱ類とされている（太田，2003c）．実際，今

回の調査中に，オキナワトカゲ（Plestiodon 

marginatus）は，決して低くない頻度で目撃され

た．現在，口之島に優占して生息するイタチ科哺

乳類が，イタチではなくテンであるため，イタチ

が現在も生息している他の島に比べて捕食圧が低

い可能性もある．

トカラの島々の状況

2011年から 2012年にかけて中之島，口之島，

臥蛇島と同一事業による哺乳類調査を実施してお

り，中之島，臥蛇島に生息するイタチ科哺乳類は，

撮影画像や実際に捕獲することでイタチであるこ

とが確認されている．残りの島々についても生息

状況を把握することで，トカゲ類その他の在来種

への影響を把握し，外来種対策を実施する際の判

断材料としていくことが必要である．
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